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危険な人を見抜く

30のサイン

保 存 版

人間関係の失敗には、ほぼ必ずサインがある。

知っていれば、傷つく前に準備できる。

このリストは、あなたのための「見抜く力」の入口です。

見極め図鑑    @ m i k i w a m e z u k a n



は じ め に

人間関係の失敗には、ほぼ必ずサインがあった。

問題は「サインがなかった」のではなく、「知らなかったから気づけなかった」だけです。

このリストは、行動心理・対人関係の研究と多くの人の体験から導き出した、危険な人物に共通する30のサインです。

「気になるあの人」に何個当てはまるか、照らし合わせながら読んでみてください。

1〜2個なら誰にでもある。5個以上なら要注意。

10個以上なら距離を置くことを真剣に考えてください。

01 自分の失敗を、必ず誰かのせいにする

「あのとき○○が言ったから」「環境が悪かった」「タイミングが悪かった」——自分の選択の結果に自分で責任を

取れない人は、いずれあなたのせいにもします。過去の失敗談を聞いたとき、登場人物全員が悪役で自分だけが被

害者の話をする人は特に注意。

02 最初だけ異常に親切で、慣れてくると態度が変わる

出会い頭の過剰な親切・称賛・好意は、「距離を詰めるための手段」として使われることがあります。最初の3週間

が終わった後に普通になる人ではなく、急速に冷たくなる・要求が増えるという変化が見られたら、最初の親切が

計算だった可能性があります。

03 立場が上の人間と下の人間で、態度が変わる

権力者・上司・目上の人には笑顔、店員・後輩・立場の弱い人には無礼——この落差が大きい人は、表面的な人間

関係しか構築していません。あなたに見せている顔が「本物」かどうかを確かめる最も簡単な方法は、その人が弱

者にどう接しているかを見ることです。



04 約束を守らないことを「大したことない」と思っている

遅刻・ドタキャン・言ったことをやらない——それ自体より問題なのは、それを軽く扱う姿勢です。「ちょっと遅

れただけ」「忙しかったから仕方ない」と謝罪ゼロで済ませる人は、あなたとの約束を最優先にする気がそもそも

ありません。

05 秘密を「ここだけの話」と言いながらすぐ漏らす

他人の秘密を「内緒だけど聞いた？」と話してくれる人は、あなたの秘密も同じように話しています。情報を共有

することで「特別な関係感」を演出する人は、秘密の扱いに倫理的な基準を持っていません。

06 感情的になったとき、言ってはいけないことを言う

怒りや焦りの状態で口から出た言葉は、その人の本音に近い。「あのときは感情的になっていただけ」という言い

訳で回収できても、一度出た言葉は本性の断片です。特に「あなたは○○だから」という人格への攻撃が混じって

いるなら、それが普段抑えている評価です。

07 共感の言葉を使うが、話をすぐ自分に引き戻す

「それ分かる、私もさ——」と言ってから、5秒で自分の話になる。これは共感ではなく会話の乗っ取りです。本

当に共感できる人は、あなたの話をもう少し聞いてから口を開きます。

08 「あの人って実はこういう人だよ」と第三者を悪く言う

あなたに対して第三者の陰口を自然に話せる人は、あなたのいないところであなたの話もしています。悪口そのも

のより、「その人を下げることで何を得ようとしているか」を考えてください。

09 お金の話になると、急に記憶があいまいになる

「そんな約束したっけ？」「確かにそう言ったかな？」——損得が絡んだ場面で突然記憶が不確かになる人は、意

図的に曖昧にしています。お金に関わることは必ず明文化することをすすめますが、そもそもこの挙動が見られた

時点で注意が必要です。



10 「普通はこうする」「常識的に考えて」と自分の基準を他人に押しつける

「普通」「常識」は、本人の価値観や育ちの基準でしかありません。それを他者への圧力として使う人は、自分の

価値観に従わない相手を認めることができない。多様性への許容範囲が狭い人は、あなたが自分と違う選択をした

ときに攻撃的になります。

11 褒め言葉に必ず「でも」をつける

「すごいね、でも○○はどうなの？」「よくやったと思う、でも普通はもっと早くやる」——承認の後に必ず減点

が来る人は、あなたを上に置きたくない心理が働いています。継続すると自己肯定感が静かに削られます。

12 自分が正しいとき以外は議論に参加しない

反論できないとき・自分に非があるときだけ急に無口になる・話題を変える・「もういい」と場を離れる——これ

は議論ではなく逃走です。向き合えない人は、関係が深まると都合の悪い現実を見ないふりし続けます。

13 同じミスを何度も繰り返し、そのたびに「次は気をつける」と言う

一度の失敗は誰にでもあります。ただし、同じパターンで同じ謝り方を3回以上繰り返している場合、改善する意

図はない可能性が高い。言葉ではなく「次の行動が変わったか」だけを見てください。

14 あなたが調子のいいときだけ連絡してくる

あなたが元気で楽しそうなとき・うまくいっているときだけ連絡が来て、しんどいときや困っているときに姿が見

えない人は、あなたの「状態」を消費しています。関係性は双方向でなければ、いずれ疲弊します。

15 自分の欠点を「キャラ」として開き直っている

「私って雑だから（笑）」「ルーズなのは自分でもわかってる（笑）」——自覚があっても変える気がない欠点を

「キャラ」にしている人は、改善を諦めています。笑いにしている分、周囲も指摘しにくい。このパターンは長期

的に見ると、欠点が拡大していく方向へ進みます。



16 親しくなるほど「それくらいいいじゃん」が増える

距離が縮まるほど「そんな細かいこと気にしないで」「冗談も通じないの？」という言い方が増える人は、親密さ

を「ルールを緩める権利」と解釈しています。あなたが感じた違和感を「細かすぎる私がおかしいのかも」と思わ

せてくるなら、それ自体が操作です。

17 自分の失敗談を話さない・話せない

完璧なふりをし続ける人、自分の弱さや失敗を一切開示しない人は、2つの可能性があります。自分を守るために

人との距離を保っているか、あるいはあなたに対して「優位に立ち続ける」ことが目的になっているか。どちらに

しても、対等な関係は成立しにくい。

18 「あなたのためを思って言っている」という前置きが多い

本当にあなたのためを思っている人は、その前置きをあまり言いません。「あなたのためを思って」は、受け入れ

られにくい批判や要求を通すための布石として使われやすい言葉です。その後に続く内容を、その枕言葉なしで聞

いてみてください。

19 感謝を言わない・言えない

当たり前のように受け取り、感謝を言葉にしない人は、あなたの行動を「してもらって当然のこと」として処理し

ています。これは一朝一夕で変わらない認知の癖です。感謝を言えない人は、あなたがいなくなって初めてその価

値に気づくことが多い。

20 相手の反応を見ながら話を微妙に変える

事実を語るのではなく、相手の顔色を見ながらリアルタイムで「受け入れられる話」に調整する人は、都合が悪く

なると自動的に話が変わります。翻って言えば、あなたに今日話したことを明日別の人には別の内容で話している

可能性があります。



21 LINE・メッセージの既読スルーを繰り返すが、都合のいい話には即返信する

返信の速さは本音の優先度を示します。大事な用件・自分に不都合な話は既読のまま放置し、楽しい話・自分に利

益のある話には数分で返ってくる——この非対称性は、「あなたとの関係でどこを大切にしているか」を正直に示

しています。

22 自分が傷ついたことは長く覚えているが、相手を傷つけたことはすぐ忘れる

記憶の非対称性は、共感の非対称性です。自分の痛みは鮮明に覚えていて、相手に与えた痛みは時間とともに「大

したことなかった」に塗り替えられる人とは、対等な痛みの分かち合いができません。

23 競争心が強く、他人の成功を素直に喜べない

「いいね！」と言いながら表情が固まる、話を切り上げようとする——他人の成功に対して純粋に喜べない人は、

あなたが成長するほど態度が変化します。応援してくれているように見えて、あなたが自分を超えることを内心望

んでいないケースがあります。

24 人間関係のトラブルが定期的に繰り返されている

「また揉めた」「また縁を切った」「また裏切られた」——不運に見えるパターンも、複数回繰り返されていれば偶

然ではありません。被害者の立場の話しか持ち出さない場合、自分が問題の一因になっていることを認識していな

い可能性があります。

25 話の主語が常に「私」か「あの人」で、「私たち」がほぼない

人間関係を「個人対個人」として捉えすぎる人は、共同体感覚が弱い傾向があります。物事を「自分がどうしたい

か」だけで決め、「私たちとしてどうするか」という視点が薄い人は、長期的なパートナーとしての協調が難しい

ことが多い。

26 断りにくい状況を意図的に作ってから頼んでくる

「今から10分だけいい？（実際は1時間かかる）」「これだけやってくれたら終わりだから（実際は追加がある）」

——物事を小さく見せてから頼む、断れない雰囲気のときに重要な決断を迫る、これらは意図的な操作です。「な

んか乗っかってしまった」という感覚が残ったなら、そのパターンに注意してください。



27 不満を直接言わず、態度や雰囲気で伝えようとする

ため息・無言・冷たい一言・急な返信が遅くなる——言葉ではなく空気で圧力をかけるコミュニケーションは、相

手に「察する義務」を課します。本人は傷ついているかもしれませんが、言語化できない・しない人との問題解決

は、毎回消耗を強いられます。

28 「私ってこういう人だから」というラベル貼りをしすぎる

「私、人見知りだから」「私、繊細だから」「私、めんどくさいから」——自己ラベルは時に言い訳として機能しま

す。ラベルを貼ることで「だから仕方ない」と変化を放棄している場合、その特性があなたとの関係で問題になっ

ても、変わる気がない、という宣言でもあります。

29 「好意」と「支配」の境界があいまいになっている

「心配しているから連絡してほしい」「あなたのことが大事だから確認したい」——愛情表現に見せかけた管理・

監視・束縛は、最初は「大切にされている」と感じさせます。ただし、その関係で「自分の時間・選択・友人関

係」が少しずつ制限されているなら、好意という名の支配が始まっています。

30 「本当の自分はこういう人間じゃない」と言い続けている

何年も「本当はもっとこうしたい」「いつかは変わる」と言いながら変わらない人は、変わらないまま現状を肯定

する言葉としてその言い回しを使っています。人は変われますが、変わりたい意志は言葉ではなく行動に出ます。

「本当の自分」を語り続けて何も変わらない場合、これが今の本当の姿です。



お わ り に

保存して、気になるあの人と照らし合わせてみてください。

このリストに多く当てはまる人が身近にいるとして、それをどう扱うかはあなた自身の選択です。縁を切ることが正解

とも限らない。ただ、知っていれば傷つく前に準備できる。それだけで、人間関係の消耗はずいぶんと減ります。

もっと詳しい「人を見抜く力の磨き方」や、自分のタイプに合わせた「人間観察の取説」は、LINEで引き続き配信し

ています。

見極め図鑑（@mikiwamezukan）

「人の本性は『ふとした瞬間』に100%出る。見抜く力で、後悔しない人間関係を。」

見極め図鑑    @ m i k i w a m e z u k a n



LINEで続きを配信中

次のステップ：あなたの人間観察タイプ診断

このリストを読んで「もっと精度を上げたい」と思ったなら、まず自分の観察パターンを知ることが先です。

LINEでは「人間観察タイプ診断」の配信をはじめ、見抜く力を日常で使うためのヒントを定期的にお届けしています。

登録は無料。読むだけでも、人間関係の見え方が変わります。

LINE登録はこちら

（QRコード・LINE ID は公式アカウント開設後にここへ差し込み）

▼  LINE公式アカウント開設後にQRコードまたはリンクをこの枠内に追加してください

次のステップ

「あなたの人間観察タイプ診断」を受けると、自分の観察パターンの強みと落とし穴がわかります。このリストの見え方が変わり

ます。LINEに登録してお受け取りください。

見極め図鑑    @ m i k i w a m e z u k a n


